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【府中町小中連携教育充実事業】【府中町小中連携教育充実事業】【府中町小中連携教育充実事業】【府中町小中連携教育充実事業】    ○ 各小・中学校教職員が，義務教育９年間を見通した教育課程の重要性を認識して，各教科等の研究を協同で実施することを通して，効果的な指導方法等の工夫改善に努め，児童生徒の学力の向上を図るという目的の下，実践を進めています。 
 

 

 

 

 

 

○「基礎・基本」定着状況調査，全国学力・学習状況調査の教科調査の結果について，小・中学校ともに国語で県平均を上回っている。   小学校国語「基礎・基本」 ＋5.3P 全国Ｂ ＋6.1P   中学校国語「基礎・基本」 ＋3.1P 全国Ｂ ＋1.9P 〇国語に関する児童生徒質問紙調査の結果について 「基礎・基本」定着状況調査 児童質問紙調査「教科学習への意識」の肯定的回答の割合 ・「国語の授業では，場面の様子や移り変わり，人物の気持ちを表現している言葉や文に注意しながら，物語などの文章を読んでいます。」 小学校 82.３％（県平均 ＋3.0Ｐ） 中学校 77.１%（県平均 ＋3.１P） 

 

 

 

府中中学校区小中連携府中中学校区小中連携府中中学校区小中連携府中中学校区小中連携    【研究主題】 主体的に学ぶ児童・生徒の育成 ～「課題発見・解決学習」を取り入れた授業を通して～
¥¥¥¥  

・各中学校区で，共通の研究テーマを設定し，それに基づいた研究を実施する。・各中学校区で，共通の研究テーマを設定し，それに基づいた研究を実施する。・各中学校区で，共通の研究テーマを設定し，それに基づいた研究を実施する。・各中学校区で，共通の研究テーマを設定し，それに基づいた研究を実施する。    ・全て・全て・全て・全ての教員は，年１回以上他校種の授業を参観する。の教員は，年１回以上他校種の授業を参観する。の教員は，年１回以上他校種の授業を参観する。の教員は，年１回以上他校種の授業を参観する。    ・中学校区において，合同研修会を年２回以上実施する。・中学校区において，合同研修会を年２回以上実施する。・中学校区において，合同研修会を年２回以上実施する。・中学校区において，合同研修会を年２回以上実施する。    ・教育委員会は，中学校区ごとの達成度を確認し，成果を普及する。・教育委員会は，中学校区ごとの達成度を確認し，成果を普及する。・教育委員会は，中学校区ごとの達成度を確認し，成果を普及する。・教育委員会は，中学校区ごとの達成度を確認し，成果を普及する。    【研究テーマ】       高い志をもった児童生徒の育成 府中緑ケ丘中学校区で育てたい資質・能力 府中緑ケ丘中学校区小中連携府中緑ケ丘中学校区小中連携府中緑ケ丘中学校区小中連携府中緑ケ丘中学校区小中連携    
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    本校では，思考力・判断力・表現力の基となる言葉の力を育成するために，単元を貫く学習課題を設定した単元づくりと授業改善を行っています。 
第４学年「ごんぎつね」第４学年「ごんぎつね」第４学年「ごんぎつね」第４学年「ごんぎつね」((((新美南吉新美南吉新美南吉新美南吉))))の実践例の実践例の実践例の実践例    

 

    
  各教科等の学習において言語活動を充実させ，学力向上を図っています。 

 ◇◆主体的・協働的に「学び合う」ポイント◇◆  １１１１    課題設定の工夫課題設定の工夫課題設定の工夫課題設定の工夫     生徒が考える必然性のある課題や実際の 体験から設定する。また，課題解決にむけ て１時間かけて深く思考するよう課題を工 夫する。  ２２２２    「学び合い」のプロセスの確立「学び合い」のプロセスの確立「学び合い」のプロセスの確立「学び合い」のプロセスの確立           ３３３３    思考ツールの活用思考ツールの活用思考ツールの活用思考ツールの活用      グループで多様な情報を共有し，考えを再構築しやすく なるよう思考ツールを使わせ，探究的な活動を促す。  ４４４４    振り返りの徹底振り返りの徹底振り返りの徹底振り返りの徹底      学習のめあてに対応した振り返りを毎授業で行う。 単元をまとめるための振り返りシートなどを活用する。 
個  第１段階 自分で考える ４人班・ペア 第２段階 伝え合う 第３段階 検討する 全体  第４段階 まとめる 個  第５段階 自分の ものにする 

                       

 
  授業実践例（第２学年）  「君も小説家！～智の視点で書き換えよう～」 —教材文「卒業ホームラン（重松清）」を 活用して—（東京書籍） 学習指導要領〔Ｂ 書くこと〕 イ（構成），オ（交流）  第一次 本文を読み、主な登場人物や人物像をとら える。 第二次 叙述から、徹夫（父・監督）の心情を想像 する。→賛成か反対かを考え、４人班・学 級で交流する。 第三次 叙述から、徹夫（父）と智（子）の心情を 想像する。 第四次 試合中か試合後のどちらかを選び、智の試合中か試合後のどちらかを選び、智の試合中か試合後のどちらかを選び、智の試合中か試合後のどちらかを選び、智の    視点で小説を書く視点で小説を書く視点で小説を書く視点で小説を書く。     →ペアで相互評価をし、学級で交流する。   【目指す生徒の姿】 ○場面の様子や移り変わりに注意しながら，智の 心情を想像し，一人称や会話文を用いて文章を 構成している。 ○書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や表 現について意見を述べたり助言をしたりして， 自分の考えを広げている。 

 

場面ごとに「どんなごんだろう。」「どんなごんと兵十だろう。」という課題を設定し，場面状況を「時・場所」に着目してつかむとともに，登場人物の心情を叙述に即して読み取り，登場人物の関係と心情の変容をまとめた。また，読み取ったことを伝え合う際には，根拠となる表現を示しながら考えを述べるようにした。 

 「命を伝えるポップを作ろう」という単元を貫く学習課題を設定し，教師によるポップのモデルを提示することで，児童に何のために読み深めていくのかを意識させる。また，新美南吉の作品を紹介して並行読書させることで，読書への関心も高めていった。  心に響いた一文 （七場面から） 心に響いた一文から，どう思ったのか。 （語り手として）    （七場面から）  登場人物の気持 （ごんになって） （三場面から） 
教師によるモデル教師によるモデル教師によるモデル教師によるモデル    並行読書のコーナー並行読書のコーナー並行読書のコーナー並行読書のコーナー    

課題課題課題課題のののの設定設定設定設定・・・・共有共有共有共有    課題解決課題解決課題解決課題解決    

課題解決課題解決課題解決課題解決    
まとめ・まとめ・まとめ・まとめ・表現表現表現表現・ふり・ふり・ふり・ふり返返返返りりりり    心に残った登場人物の姿 読者に読んでほしいこと （八場面前半から） 

ごんの気持ちを自分がごんになったつもりで考えて書く。 ごんに対する思いを話の語り手として考えて書く。 読み取りを生かしてポップを書く読み取りを生かしてポップを書く読み取りを生かしてポップを書く読み取りを生かしてポップを書く    
どんなごんかが分かる叙述に線を引き，考えを書く。 

必然性のある課題を設定する。また，課題解決に向けて１時間かけて深く思考するよう課題を工夫する。 


